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１．概要（Summary） 

超臨界二酸化炭素(CO2)と医薬品成分であるアセトアミ

ノフェンを溶解した有機溶媒を、同軸二重ノズルの内管と

外管から各々噴射して、均一混合することにより、溶媒溶

存溶質を超臨界CO2で貧溶媒化することで、医薬品素材

のサブミクロン粒子を作成した。その他に、カロテノイドとし

てカロテンやリコペンの微粒子化を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 走査型電子顕微鏡 

 

【実験方法】 

溶質を有機溶媒(DMF)に溶解した原料溶液と超臨界

二酸化炭素を 2台の高圧ポンプで同軸ノズルから微粒子

晶析槽に供給し、生成した微粒子をフィルターで回収し

た。使用する微粒子化槽を円柱型とチューブ型を比較し

て、生成する粒子にどのような影響が与えられるかを検討

した。圧力 10, 12.5, 15 MPa、温度 35, 40, 50°Cで、溶

液流量(0.25～0.1 mL/min)、超臨界 CO2流量(10～20 

mL/min)、溶媒濃度(7.5 , 10 mg / ml)の条件域におい

て溶媒として DMFを用いて、得られるアセトアミノフェン

粒子の粒径分布との関連性を電子顕微鏡観察によって

把握した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

ほとんどの実験条件下で微粒子を得ることができた。微

粒子化の結果の例に示す。圧力の影響では、低圧の方

が粒子径は小さくなる傾向にあった。アセトアミノフェンの

溶媒中の濃度の影響は大きく、Table1に示すように、低

濃度で小さい粒子が得られた。本実験条件下で得られた

最適な微粒子は Table2に示すように数百ナノ程度の粒

子が得られた。 

Table 1 Effect of solute concentration. 

 

Table 2 Best results. 
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６．関連特許（Patent） 

なし。 

Concentration 10 mg/ml 7.5 mg/ml 

35°C 

10 MPa 

Solvent 0.5 

mL/min,  

CO2 10 
ml/min   

 Raw material Micronized 
particle 

50°C 

10 MPa 

Solvent 0.25 

mL/min,  

CO2 20 
ml/min   


